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2022.06~ 協力隊着任

さかもと

活動テーマ

新規就農に向けて
農業研修・地域交流活動

協力隊になったきっかけ

長井市で農業に携わる友人の影響から私自身も農業の魅力に惹かれ、自分も

農業に挑戦したいという想いが強くなり、長井市地域おこし協力隊の新規就

農事業に応募しました。

地域おこし協力隊の一員として目標である新規就農を成し遂げるだけでな

く、農業の魅力発信や食育関連の活動など社会貢献できるよう頑張ります。

今後の抱負

現在は友人の圃場にて農作業研修に取り組んでいますが、今後は様々な農業研修を通して栽培の技術・管理、経営など農

業に関するノウハウを基礎から学び身に付けられるよう活動の幅を広げていきたいです。また農業研修の中で様々な作物

の栽培に関わりながら今後自身が主要品目として栽培していく作物の選定など将来自分の力で新規就農できるよう今から

準備し経験値を高められるよう頑張ります。

こういち

◆ 農作業研修
農業未経験者である私は農業の基礎基本を一から学ぶために、現
在友人の圃場で日々農作業研修に取り組んでいます。主要品目で
あるミニトマト栽培を中心に春はスナップエンドウやとうもろこ
し、夏はミニトマト、秋はさつまいも、冬は春菊やブロッコリー
など様々な種類の作物を栽培しています。約1年間の研修を通し
て農作業の基礎的な知識・技術を学び得ることが出来ました。

◆ 地域交流活動
地域おこし協力隊の一員として自身の活動をより多くの地域の
方々に知ってもらえるよう地域交流を図りながらPR活動に力を入
れて取り組みました。今年度では地区の夏祭りや文化祭、地域の
小学生による稲の観察発表会や餅つき企画、道の駅や朝市にて農
作物や焼き芋の対面販売など様々な手伝いに参加したことで地域
の子どもたちをはじめ、幅広い世代の方々と関わり交流の機会を
得ることができました。

◆ 実習圃場・資格取得
農作業研修から身に付けた知識や技術を実践的に活用できるよう
9月から実習圃場で農作物の栽培を開始しました。現在は白菜や
ほうれん草を栽培しています。また農業研修だけに頼るのではな
く、自身でも農作物に関する栄養素や効能、美容や野菜の活用法
などの知識をより深めるため、野菜スペシャリスト資格の取得を
目指し日々勉強しています。将来的には取得した資格を活かし、
食育関連の活動にも携わりたいと考えています。
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活動のテーマ・概要

協力隊になったきっかけは︖

令和４年度の活動（こんなことやってます︕）

これからやってみたいこと、今後の抱負

【活動テーマ】
新規就農に向けて

【活動概要】
農業研修・地域交流活動

長井市地域おこし協力隊活動報告

長井市で農業に携わる友人の影響から私自身も農業の魅力
に惹かれ、自分も農業に挑戦したいという想いが強くなり、
長井市地域おこし協力隊の新規就農事業に応募しました。
地域おこし協力隊の一員として目標である新規就農を成し
遂げるだけでなく、農業の魅力発信や食育関連の活動など
社会貢献できるよう頑張ります。

現在は友人の圃場にて農作業研修に取り組んでいますが、今後は様々な農業研修を通して
栽培の技術・管理、経営など農業に関するノウハウを基礎から学び身に付けられるよう活
動の幅を広げていきたいです。また農業研修の中で様々な作物の栽培に関わりながら今後
自身が主要品目として栽培していく作物の選定など将来自分の力で新規就農できるよう今
から準備し経験値を高められるよう頑張ります。


